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【コラム】川越の自然をたずねて（68）クビアカツヤカミキリ（特定外来生物）
	 クビアカツヤカミキリという昆虫をご存知で

しょうか。サクラなどのバラ科への食害が強く、

蔓延すると過去のマツクイムシの再来になるの

では、と危惧されています。成虫は 25〜40mm、
胸に赤い部分があり、他は光沢のある黒色。 
	 自然分布は中国、モンゴル、朝鮮半島、台湾、

ベトナムなど。侵入経路は輸入木材などに幼虫

が潜んだまま運ばれてきて、国内で成虫になり、

広まったと考えられています。2012年に愛知県、
2013年に埼玉県と現在 7県で確認されています
が、隣接した県だけでなく、徳島県のように離

れたところも飛び火しています。 
	 埼玉県内では、深谷、熊谷など県北地域と南

部の越谷、草加で被害が確認されています。ほ

とんどがサクラの被害ですが、スモモの報告も

あります。県では「埼玉県環境科学国際センタ

ー」を中心に対策に乗り出しており、被害木の

発見・防除を呼び掛けています。県民参加モニ

タリング調査でも、今年度は被害木の調査を要

望されており、かわごえ環境ネットも実施いた

しました。 
	 見分け方は樹木の根元に「フラス」といって

木屑が出ますが、これが褐色のカリントウ状で

かなり堅い。普通、よくあるのは鋸くずより小

さかったり、球状だったりですが、クビアカツ

ヤカミキリの場合は違う特徴があります。樹木

本体には、はっきりとわかる穴が開いている。

また、夏場ですと成虫が産卵しようと木にとり

ついている。このようなことが見分け方です。

もし、このような事例がありましたら、埼玉県

環境科学国際センターに連絡ください（0480-7
3-8331）。対処としては薬剤の注入、あまりひど
い場合は伐木になります。 
	 かわごえ環境ネットでは、川越市内でサクラ

が並木のように多く植えられている場所を中心

に調査して回りました。この中では伊佐沼、水

上公園に大量のソメイヨシノが植栽されていま

す。下記の場所では一本も被害木はありません

でしたが、老木が多く被害にあう可能性は高い

と言えます。この表では合計 1,936 本ですが、
実際の調査木は 2,100 本あまりです。まだまだ
バラ科の樹木はたくさんあります。ご注意くだ

さい。写真・資料は「埼玉県環境科学国際セン

ター」より          （賀登環） 

 
クビアカツヤカミキリ成虫 ♂ 

 
（左）フラスが出たところ 

（右）薬液を注入 
（上記 3 枚の図・写真©埼玉県環境科学国際センター） 

主要な調査結果 
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【コラム】｢SDGs」を身近な合言葉に！（4）市議会で関連質疑が続きます 
◎市議会報告では要旨も紹介されなかった 
	 前回にも紹介しましたが、今年の 3月議会で、
高橋剛議員から、SDGs に対する市の取り組み
を質問しましたが、2問目の質問であったため、
その後市民に配られた「議会報告」では、「持続

可能な開発計画について」とだけありました。

3 か月後に出された議事録によると、高橋議員
が①SDGs の理念と目標②方向性と市の施策③
川越市として実施について質問しました。 
	 回答した総合政策部長は、一般的な SDGs に
ついての成り立ちを説明し、2030年を期限に先
進国、発展途上国の区別なく、すべての国がさ

まざまな関係者とのパートナーシップのもとで

取り組むことが示されている。具体的な目標と

して、健康と福祉、環境や産業など、17の項目
にわたり目標が設定されています。この目標の

実現のために、国家レベルだけでなく、国を構

成する自治体などでも取り組む必要性が謳われ

ています。最後に「こうした取り組みの実施に

よりまして、持続可能な社会が実現されること

は、大変意義深いことと受け止めております」

と答え、具体的な取り組みについてははっきり

しませんでした。 
◎SDGs の目標から具体的な質問へ 
	 6月議会では、田畑たき子議員が、SDGsのい
くつかの目標と具体的な施策を組み合わせた新

しい視点からの質問をしました。今、問題にな

っている食品ロスが、SDGs の①貧困をなくそ
う⑪住み続けられるまちづくりを⑫つくる責任

つかう責任のそれぞれの課題につながることを

指摘、具体的に①川越市のごみの減量と資源化

の目標②可燃ごみに含まれる生ごみの割合と食

品ロス③生ごみの水切り対策④出前講座につい

て質しました。 
	 また、2 問目の女性視点での防災は SDGs の
⑤ジェンダー平等を実現しよう⑪住み続けられ

るまちづくりをの目標から次の 4点を質しまし
た。①女性視点に立った防災対策②仮設トイレ

とマンホールトイレ③備蓄品保管室の現状④地

震発生時の女性視点からの避難所開設および運

営についてでした。 
◎9 月議会で子どもたちの安全・安心に 
	 6 月議会に続き、田畑たき子議員が SDGs で
の共通の目標テーマである「誰一人、取り残さ

ない」そして、子どもから大人まで一人一人が

力を合わせて、子どもたちが安全・安心に生き

られること、子どもの幸せが平和につながって

いくとの思いで、児童虐待防止の取り組みにつ

いて質問しました。 
◎SDGs 未来都市へ 29 都市が提案 
	 先進国を含む国際社会全体での取り組みの機

運が高まり、日本の経済界でも SDGs が経営指
針に語られるようになりました。昨年 12 月の
政府の SDGs 実施方針では、SDGs を全国的に
展開するために、地方自治体およびその地域で

活動するステークホルダーによる積極的な取り

組みを推進することが不可欠とされました。地

方自治体の各種計画や戦略、方針の策定、改定

に当たり SDGs の達成に向けた取り組みを促進
するとされています。 
	 今年 3月には SDGsモデル都市の公募が行わ
れ、29 都市が SDGs 未来都市として選定され、
その中から先導的な取り組み 10 事業が「自治
体 SDGs モデル事業」とされ、横浜市や北九州
市も選定されました。     （武田侃蔵） 
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【報告】会員・地域・流域の活動

稲刈りまでの田んぼアラカルト NPO 法人かわごえ里山イニシアチブ

 
ドローンによる福田の田んぼ空撮 

 
収量調査用の田んぼカメラと 
試料を収集する東洋大学学生 

 
小瀬先生もコンバインに挑戦 

	 9 月 6 日、稲刈り前に福田の田んぼの黄金色
に輝く田園風景を空から撮影しようとドローン

による空撮を行いました。将来はドローン撮影

が環境調査の一助になればと考えています。 
	 9 月 7 日、東洋大学総合情報学部小瀬研究室
との共同研究の収量調査のための試料収集を小

瀬ゼミ研究室の学生さん達と行いました。学生

さんの卒論研究に期待しましょう。 
	 9月 15日、予定していた福田の田んぼの稲刈
りは雨にたたられ中止となりましたが、たまに

は田んぼの稲穂を眺めながら癒されましょう！

ということでテントの中でお茶を飲みながらの

癒しタイムになりました。ご家族の参加もあり

楽しいひとときになりました。 
	 9月 17日、秋晴れのもと、コンバインによる
稲刈りを行いました。手伝いに来た会員のコン

バイン初体験がありました。収量は 3.7反で 60
0kgと非常に少なく、昨年の収量 1110kgと比較
すると 46%の減収でした。猛暑などの影響でし
ょうか？原因究明は収量調査に待たれます。 
	 9 月中旬以降、福田・山田の田んぼでは連日
稲刈りが続きます。かわごえ里山では、私たち

の田んぼだけではなく環境保全や田園風景保全

のために休耕田を作らないことを目的に援農を

続けています。 
（増田純一）

9 月の川越キャンパスの森 東洋大学小瀬研究室（こもれびの森・里山支援隊）

9 月 9 日（日）里山林保全活動 
	 9月 9日（日）8時 30分〜16時 00分の東洋
大学川越キャンパスこもれびの森・里山支援隊

による里山林保全活動には 10 名が参加しまし
た。不安定な天気が活動日の前に続いていまし

たが、この日は比較天気が安定しており、風が

比較的強い、残暑の中の作業となりました。 
9月 4日に上陸した台風 21号の影響で、林内全
域に落枝が発生したので片付けを行いました。

そのついでに 11月 3・4日の川越キャンパス学
園祭「こもれび祭」に出展するための枝を収集

しました。 
	 また、3 月に植樹したコナラの周囲を坪刈り
して保全しました。コナラが成長するためには

十分な日照が必要で、成長した木の並ぶ林内へ

の移植ではなかなか成長が難しいようです。 
9 月 19 日（水）「ふるさと塾」学内散策 
	 9月 19日（水）は、川越市シニア大学「ふる
さと塾」の講座を小瀬が担当しました。スタッ

フも含めて 47名の参加がありました。 
	 午前は名細公民館での講義となり、昼休みに

川越キャンパスに移動して食事後、川越キャン

パスのお大越記念庭園とこもれびの森を案内し

ながら散策してもらいました。 
	 例年、9 月上旬にタマゴタケが特定の場所に
生えてきて、2年前の 9月 7日のふるさと塾で
はちょうどタイミングが合って観察していただ

けたのですが、今年はなかなか発見できず、も

しかしたらちょうどタイミングがよいかもしれ

ないと考えていたところ、大越記念庭園にはキ
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タマゴタケとシロオニタケが、こもれびの森に

はタマゴタケが生えていました。 
	 こういうものは用意してできるものではあり

ませんが、キャンパスの森について興味を持っ

てもらうには絶好の機会となりました。 
（小瀬博之）

 
9 月 9 日の参加者集合写真 

 
台風通過後の落枝の片付け 

 
植栽したコナラの保全 

 
キタマゴダケ 

 
シロオニタケ 

 
タマゴタケ 

 

第 5 回川の景観づくり講演会「川越一番街を復活させた手法は」蔵の会の原前代表が講演

 
豊富な写真などで講演する原さん

 
新河岸川に関心を持つ聴衆

 
旧川越織物市場の再生への取り組み

	 テレビなどで“蔵の町と言えば川越”と言わ

れるまでになって、外国人も交えた観光客でに

ぎわう一番街。この重厚な蔵のたたずまいが、

昭和 30年代には派手な看板やシートで隠され、
人通りもまばらな昔の写真を前に、すぐ近くの

新河岸川も汚れた川になって、川べりを歩く人

もいなかったことを思い出します。 
	 この街並みを、市民の力を集めて、行政を動

かし、住民の意思を束ねて再生への道を進んだ

経過が、新河岸川の景観づくり賑わいの創出へ

の取り組みへの参考になるようにと、幅広い見

地から話されました。講師は、40代で「川越蔵
の会」の代表になって 12年、この 8月まで代表

をつとめ、埼玉県の景観アドバイザーとして活

躍されている原知之さんにお願いしました。 
	 9月 9日（日）の 13:30から、ウェスタ川越 2
階の会議室で開かれました。川越を中心に、川

の景観に関心のある 26人が参加、2時間あまり
の講演の後、活発な質疑を交わしあい、有意義

な講演会でした。 
	 1971（昭和 46）年、たばこ問屋だった旧「万
文」の取り壊しに反対する運動がおこり、3 年
後には川越市文化財保護協会が発足し、7 年後
にこの蔵が川越市の「蔵造り資料館」として残

りました。さらに 10 年後には蔵造り商家の 16
件が川越市の文化財に指定され、市民運動の成
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果が表れました。 
	 1983（昭和 58）年、川越蔵の会が発足、さら
に「一番街町並み委員会」、「一番街町づくり規

範」制定、川越市都市景観条例施行、さらに一

番街電線地中化事業もスタートするなど、大き

な成果を上げてきました。1993（平成 5）年に
は全国町並みゼミ川越大会を事務局として運営

しました。 
	 2002（平成 14）年に NPO 法人化して、その
活動は全国から注目を集めています。これらの

諸活動が、豊富な写真や資料で紹介されました。

会員が、地元商店主とともに、建築家や設計士

ら等、若い専門家が集まり、幅広い人材の創造

的な発想を行政に反映させて、住民の力がまと

まったことを示してくれました。 
	 街の景観、自然豊かな「水と緑に囲まれた街」、

川越への一層の前進へのヒントが豊富に隠され

ていました。事務局をまとめる若手が、行政な

どへの提出資料にひと工夫がなされ、行政を動

かすきっかけになりました。街づくりの全国大

会に参加、横のネットワークを広げ、大工さん

の異色のイベント「全国削ろう会 川越大会」を
開催、さらに、一昨年には第 6回全国町家再生
交流会川越大会も開催、それぞれ実行委員会事

務局として力を発揮しました。 
	 市民の力を集め、行政への対応など、川づく

りの運動にも参考になりました。講演後の質疑

で、「川越蔵の会」の組織や取り組みについて驚

きと共に共感の声があがるとともに「こんなす

ばらしい組織をつくることは難しい」との弱気

の声も聞かれました。 
	 以下、会員の若返り、組織の充実、事務能力

にたけた人材の確保、行政への活発な働きかけ

などなど、課題山積の市民運動の現状に、参加

の「川の景観づくり」運動の人々らの一層の努

力が望まれました。新河岸川の起点の川越市民

の努力が期待された講演会でした。 
（武田侃蔵）

 

【報告】理事会・専門委員会

理事会・事業運営委員会

	 9月 26日（水）9:00-10:00に第 5回事業運営
委員会を、同 10:00-12:00に第 6回理事会を、川
越市役所前の福田ビル 3会議室において開催し
ました。議題が重複するため、一括して主要な

議事内容を報告します。 
	 3 月 3 日（土）にウェスタ川越において開催
するかわごえ環境フォーラムについて、基調講

演をいすみ市に依頼することを決定しました。

具体的な内容を事業運営委員会で検討して、正

式な依頼を 10月以降に行う予定です。また、協
賛の申込が 2社からあったことが報告されまし
た。ありがとうございます。引き続き協賛を募

集しています。 
	 川越まつり会場クリーン活動の実施要項を確

認し、必要な経費について承認しました。特に

人出の多い 17 時以降の参加が必要であるとい
う話がありました。 

	 会員に送付している郵送料の値上げに伴う支

出の増加を確認しました。今年 4月の値上げで、
前年度より年間 4万円以上の支出増加の見込み
となっています。予算の確保をどのように行っ

ていくかについて引き続き審議することにしま

した。 
	 11 月 24 日（土）に社会環境部会主催で開催
される環境講演会の準備状況について報告があ

りました。印刷しているちらしの到着に合わせ

て本紙 10月号を郵送することになりました。 
	 寄贈された昆虫標本の扱いについての検討状

況を確認しました。 
	 川越市環境行動計画チェックシートを 10 月
7日（土）に開催される「2018アースデイ・イ
ン・川越 昭和の街」で実施すること、経費を事
業運営委員会から支出することを確認しました。

ウェスタ川越で実施している講座では 11 月に
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実施予定であるとの報告がありました。 
	 9月 26日現在の会員は、個人会員が 2名入会

し、個人 134、民間団体 27、事業者 23、行政 1
の計 185会員となりました。 （小瀬博之） 

社会環境部会

	 9月例会は 9月 14日（金）に、福田ビル 3階
の会議室で 13:00 から 8 名の出席のもと、代表
司会で開かれました。 
1. 社会環境部会の取り組む課題の確認 
①8月 10日（金）に実施したパッションフルー
ツ挿し木育苗講習会については、市民の期待は

大きく、来年も続ける方向で企画します。理想

を言えば、4月に苗木、8月挿し木と、2回に分
けてやる方向でもう一度調整することにしまし

た。 
②環境講演会については、「危険が潜む家庭の殺

虫剤、消臭剤、洗剤等」を 11月 24日（土）午
後に南公民館で実施することに決まり、PRパン
フの見本をもとに話し合いました。講師の写真

や主題について、強調するメッセージなどへの

意見が出されました。宮﨑さんらに再検討を依

頼し、10 月号の発送に間に合わせる予定です。 
③環境施設見学について、川越市の東部地区の

市の施設や巨樹、過去の水害の遺構など、新し

くできたハザードマップなどを参考にしながら

の試案のコースを了承しました。川越市役所集

合、菅間の給食センター、「川の国埼玉はつらつ

プロジェクト」の農業用水（古川排水路）の整

備状況、並木の大クス、寛保洪水記念碑のある

久下戸氷川神社、寺尾調節池、新河岸川河岸場

跡などになりました。期日は、11月 13日（火）
9:00市役所集合、定員 24名を予定し、10月 15
日より募集を始めます。次回の例会は 10 月 12
日（金）13:00より福田ビル 3階。 

（社会環境部会代表	 武田侃蔵）

自然環境部会

	 9月例会は 14日（金）福田ビル 3階にて 5名
の参加で開催されました。 
1. 活動報告 
①「（仮称）川越市森林公園」計画地定例活動	

9月 10日（月）18名参加	 外来種県民参加モニ
タリング調査、9 月になって雨が多くキノコ多
数発生 
②池辺公園	 定例活動	 8月 7日（火）、9月 4
日（火）	 いずれも雨のため中止 
③甲虫調査 8月 4日（土）	 安比奈運動公園 
④甲虫調査 9月 1日（土）は雨のため中止 

	 この夏は本当に異常気象でアウトドアの行事

は中止が多かったです。 
2. 協議事項 
①今後の行事のサポートについて	 9 月 29 日
「生き物調査会」水上公園、	 11月 3日「古谷
湿地魚観察会」、11 月 7 日高階北小学校などの
支援体制について 
②「チョウの手引き」冊子を作成した。生き物

調査会でまず活用してみる。 
③コラム「川越の自然を訪ねて」原稿確認など 

（自然環境部会代表	 賀登環）

 
 

◆かわごえ環境ネット会員募集	 かわごえ環境ネットでは随時会員を募集してい

ます。会員になると、本紙「月刊かわごえ環境ネット」などの情報を毎月郵送でお

送りします。また、委員会活動、研修行事に参加できます。これらにより川越市の

環境活動を詳しく知ることができ、仲間も作れます。年会費は個人会員 1,000円、
団体会員 2,000円です。詳細は、かわごえ環境ネット事務局に問い合わせるかWe
bサイト（http://kawagoekankyo.net）をご覧ください。 
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【予告】かわごえ環境ネットのおしらせ・主催・後援行事

【トピック①】SDGs 啓発を 2018アースデイ・イン・川越 昭和の街 10月7日（日）開催

 
ちらしのうら面（おもて面は本紙 1 面に） 

	 1999年に、川越市郊外の水上公園の駐車場で
開催されてから 20 回目を迎えるアースデイ・
イン・川越は、4 月に開かれるアースデイの中
央大会のローカル版として続いています。かわ

ごえ環境ネット発足の 1年前でした。2000年 8
月にかわごえ環境ネットが設立され、10月の広
報川越に 4ページ建てで紹介されたました。そ

の記事の中に、第 1回のアースデイの開催の写
真が何枚か掲載されました。 
	 川越水上公園駐車場で 6回、現在の小江戸蔵
里（旧鏡山酒造）で 3回、蓮馨寺を中心に、熊
野神社、旧織物市場などを会場に、「アースデイ・

イン・川越 立門前」の名で 9回続け、昨年から
は、地元の幅広い支えで「立門前」から「昭和

の街」に冠を付け替えて開催しました。 
	 この「アースデイ・イン・川越」で最初から

パンフやチラシに使われたシンボルマークは、

地球の周りを子供が取り巻く絵柄でずっと続け

てまいりました。今年は、SDGsの啓発を盛り込
み、昨年と同じ関係諸団体の参加のほかに、フ

ェアトレードのエシカル協会などが加わります。 
	 また、フードドライブコーナー、子ども食堂

などを、雨が降らなければ中央の中庭で行う予

定です。今年は、海外留学生との交流コーナも

予定し、毎回、入口の太陽光パネルでのシャボ

ン玉作りとともに、環境と世界の未来を考えさ

せる広場となります。 
	「世界平和」「人類共存」「地球環境」「水と緑」

「子らに“愛”」の 5題で、標語、短歌、俳句、
川柳、都都逸を募集し、人口に膾炙した有名な

作品を紹介することにしました。この作品を協

力商店の店頭に掲示し、入選作品を投票で選ぶ

予定です。          （武田侃蔵）

【トピック②】川越まつり会場クリーン活動 参加者募集（10 月 20・21 日） 
	 第 3回川越まつり会場クリーン活動の参加者
を募集します。 
	 川越まつりは江戸「天下祭」を今に伝える山

車行事。精巧な人形を乗せた絢爛（けんらん）

豪華な山車が、小江戸川越の象徴である蔵造り

の町並みを中心に、町中を曳行（えいこう）し

ます。何台もの山車が辻で相対しすれ違うさま

は、そのスケールの大きさに、見物客を圧倒し

ます。 

	 昨年は 15 日（日）が雨のため観光客数が 73
万人でしたが、今年は 19台の山車が参加し、多
くの観光客が訪れると予想されます。 
	 会場クリーン活動は、多くの観光客に気持ち

よくお祭りを楽しんでいただくために行うもの

です。赤いハッピを着て会場クリーン活動に参

加しませんか！	 昨年は 84 名の方々が参加、
今年は何人かなー！	 よろしくお願いします。 
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■川越まつり会場クリーン活動の概要 
・開催日：10月 20日（土）、21日（日） 
・集合場所：川越市中原町 1-2-11東側地先	 か
わごえ環境ネット テント（本川越駅交差点北） 
・活動時間：11時～21時	 2時間単位 
・活動場所：川越まつり会場と周辺	 時間帯に

より活動場所が変わります。 

・申込先：渡辺（Tel./Fax. 049-242-4322）、菊地
（携帯 080-5546-2362、E-mail: kikum.autumn@g
mail.com） 
	 特に観客の多い 17 時以降の参加をぜひお願
いします。当日飛込み参加も歓迎です。その他、

活動用の赤いハッピとクリーン活動用の道具を

用意しております。     （菊地三生） 
 

【トピック③】身近に危険が潜む化学製品！殺虫剤などで紹介する環境講演会 11月24日（土）

 

	 社会環境部会主催の今年の環境講演会は、身

近にある化学製品の脅威について啓発すること

にし、11 月 24 日（土）13:30 から 16:00 まで、
ウェスタ川越内の南公民館講座室 1号室で開き
ます。 
	 講師は、埼玉県環境検査研究協会代表理事の

星野弘志さん（埼玉環境カウンセラー協会副会

長）にお願いしました。身近にある殺虫剤、消

臭剤、洗剤などにどんな注意が必要なのか、安

全な使い方など、幅広い視点からの話題提供が

待たれます。特に若いお母さんや、お孫さんの

育児を手伝うご年配の方々など、多くの方の参

加をお待ちしています。 
	 参加費無料です。申込は 11月 1日（木）9:00
より、かわごえ環境ネット事務局（川越市環境

政策課、Tel.049-224-5866）まで。定員は 50 名
です。 
 

【トピック④】「第17回かわごえ環境フォーラム」（3月3日開催）環境活動報告投稿・発表者募集

 
昨年の環境活動報告会の様子 

	 本年度のかわごえ環境フォーラムは、2018年

3月 3日（日）9:30-16:30にウェスタ川越（市民
活動・生涯学習施設 会議室 1・2）を会場とし
て環境活動報告会と講演会並びに対話の場「か

わごえカフェ 2019」を開催します。 
	 この行事は、各々の環境活動と役割を相互に

理解し、川越市の望ましい環境像実現のための

取組がいっそう活発になることを期待して毎年

開催しているものです。 
	 今回も、行事開催に先立ち、環境活動をされ

ている個人・団体からの環境活動報告を広く募
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集します。かわごえ環境ネット会員の有無を問

いません。みなさまの積極的な応募をお待ちし

ています。 
	 投稿・発表申込期限は 11月 19日（月）、レポ
ート投稿期限は 12月 17日（月）です。 
	 募集要項は、会員のみなさまには本号に同封

しています。それ以外の方は、かわごえ環境フ

ォーラムホームページ（http://forum.kawagoekan

kyo.net）をご覧ください。 

 
かわごえ環境フォーラム（http://forum.kawagoekankyo.net） 
【おわび】前号で同封するとお伝えしていましたが、会

員のみなさまに郵送した本紙 9月号に募集要項を同封で
きませんでした。つきましては、本号へ同封しました。

また、会場は「活動室」ではなく「会議室」でした。お

わびとともに訂正いたします。

【トピック⑤】「第 17 回かわごえ環境フォーラム」ご協賛のお願い（12 月 17 日まで） 

	 上記トピック④でも書かれている通り、本会

や会員の本年度の環境活動報告をまとめた「か

わごえ環境活動報告集」を「第 17回かわごえ環
境フォーラム」開催に合わせて発行します。 
	 本報告集は毎回、費用の一部を本会会員の協

賛金でまかなっております。ご協賛をぜひお願

いいたします。ご協賛いただいた企業・団体は、

環境活動報告集に協賛広告を、また、案内ちら

しに協賛者の名前を掲載いたします。 

	 本会会員事業者には、9 月に別送でご案内を
お送りしております。会員外の事業者等からも

協賛を募集します。詳しくは、かわごえ環境ネ

ット事務局（川越市環境部環境政策課環境推進

担当、Tel.049-224-5866、E-mail: kankyoseisaku@
city.kawagoe.saitama.jp）までお問い合わせくだ
さい。 
【おわび】前号で本会会員事業者のみなさまに本紙 9月
号にご案内を同封するとお伝えしましたが、募集要項を

同封できず、9月中に別送いたしました。 

【トピック⑥】（仮称）川越市森林公園計画地（三富平地林）散策と里芋収穫体験ツアー 

	 11月 3日（土）に埼玉県川越農林振興センタ
ー主催、かわごえ環境ネット協力で、映画「武

蔵野」に映し出された雑木林散策と里芋畑での

収穫が行われます。ここで観察会と保全活動を

行っているメンバーがガイドを務めます。 
	 普段足を踏み入れられない私有地でリンドウ

の群生地も鑑賞できます。もちろん里芋は一株

お持ち帰りです。 
	 詳細は、埼玉県広報誌「彩の国だより」か「川

越農林振興センター」のホームページで確認し

てください。 
日時：11 月 3 日（土）（雨天決行）受付 8:30、
ツアー9:00-11:30 
距離：約 3km 
集合：川越南文化会館（ジョイフル） 
・問い合わせ：埼玉県川越農林振興センター（T
el.049-242-1808, Fax.049-243-7233） 

 
川越農林振興センター ホームページ QR コード

社会環境部会主催事業 
●視察研修会「川越の環境再発見～わがまちの

今昔を巡る～」（かわごえ環境ネット会員限定） 
日時：11月 13日（火）9:00集合 
集合場所：川越市役所（川越市元町 1-3-1） 
定員：24人、参加費：無料 

申込：10 月 15 日（月）よりかわごえ環境ネッ
ト事務局へ連絡 
	 例年行っている社会環境部会の研修視察は、

今まで市外の施設見学を行っていましたが、今

回は、新しくできた川越市のハザードマップや
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災害対策、環境関係の新情報をもとに「わがま

ちの今昔を探る」との視点で、市内の視察を行

うことにしました。川越市は広さが 100km2 を

超える広さですので、1 日ではとても回れず、
第 1 回の 11 月に東の方、第 2 回の来年 3 月に
西の方と 2回に分けて視察することにしました。 
	 今回のルートは、バスで 9:00川越市役所出発、
昨年から始まった PFI方式の菅間給食センター、

近くの菅間緑地、川のはつらつプランの芳野地

区の古川排水路などの改修工事などを視察して、

伊佐沼そばの農業ふれあいセンターで休憩。近

くの JA 運営の農産物直売所、うどんの伊佐沼
庵での昼食。次いで、並木の大クス、寛保の大

洪水記念塚、昨年の浸水被害を受けた寺尾地区、

寺尾調節池、新河岸川河岸跡などを回ります。

自然環境部会主催事業 
★「（仮称）川越市森林公園」計画地 植物調査・

保全活動（毎月第 2・第 4 月曜日） 
日時：10月 8・22日, 11月 12・26日（月） 
9:30-12:30 
集合：川越南文化会館（ジョイフル）（川越市今

福 1295-2） 
問い合わせ：賀登（Tel.049-234-9366） 
★池辺公園定例活動（毎月第 1 火曜日） 
日時： 10月 2日、11月 6日（火）9:00-12:00 
場所：池辺公園（川越市池辺 1302） 

会合 
◆広報委員会（2018 年 10 月度） 
日時：10月 3日（水）9:00-10:00 
場所：川越市役所本庁舎 5階フリースペース（川
越市元町 1-3-1） 
＊次回は 11月 7日（水）9:00-10:00同所 
●社会環境部会（2018 年 10 月度） 
日時：10月 12日（金）13:00-15:00  
場所：福田ビル 3階会議室（川越市郭町 1-2-3） 
＊次回は 11月 9日（金）13:00-15:00同所 
＊会員はどなたでも参加できます。 
●自然環境部会（2018 年 10 月度） 
日時：10月 12日（金）15:00-17:00 

場所：福田ビル 3階会議室 
＊次回は 11月 9日（金）15:00-17:00同所 
＊会員はどなたでも参加できます。 
◆事業運営委員会（2018 年度第 6 回） 
日時：10月 17日（水）9:00-10:00 
場所：福田ビル 3階会議室 
＊次回は 11月 21日（水）9:00-10:00同所 
◆理事会（2018 年度第 7 回） 
日時：10月 17日（水）10:00-12:00 
場所：福田ビル 3階会議室 
＊次回は 11月 21日（水）10:00-12:00同所 

 

【予告】会員・関係団体の主催・関連行事
NPO 法人武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.&Fax.049-224-9118, foresth@nifty.com） 
ホームページ http://blog.canpan.info/forest-musashi/

◎森林公園かんさつ会（考える会主催） 
日時：10月 21日（日）10:20-15:00ごろ 
場所：南口休憩所（南口駐車場内） 
参加費： 200円（入園料別途） 
持ち物：雨具、昼食（園内レストランも利用可） 
	 森林公園でセンブリの花や野鳥との出会いを

楽しみましょう。 

 
http://blog.canpan.info/forest-musashi/
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福原ファームクラブ 
問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319）

◎おいしく・楽しく農業体験 
日時：10月 13日（土）9:30-12:30ごろ 
   11 月 10 日（土）同上 芋煮（お椀持参） 
   12月 8日（土）9:30-12:30ごろ 
場所：明見院（今福 677）近く 
内容：農作業（B級品のお土産付き） 
会費：保険代 100円、クラブ員 1家族 1,000円

（年間） 
2018 年度予定表 

月 日 活動内容予定 
10 13 大根畑の片付け他 
11 10 里芋の収穫 芋煮会（お椀持参） 
12 8 畑の片付け 
1 12 雑木林の手入れ 焼き芋 
2 9 同上 豚汁、焼き芋 

 
NPO 法人かわごえ里山イニシアチブ 

問い合わせ：増田純一（E-mail: kawagoesatoyama@gmail.com, Tel.070-5599-2623） 
ホームページ http://kawagoesatoyama.ciao.jp/

	 「かわごえ里山イニシアチブ」では、生物多

様性豊かな田んぼの保全を目的に、みんなで連

携して河川を汚さない環境にやさしいお米作り、

田園風景の保全や地域づくりの活動を行ってい

ます。入会は随時受け付けています。 
◎収穫祭（かわごえ里山会員限定） 
日時：10 月 13 日（土）10:00-12:00（9:30 受付
開始） 
場所：川越市北部地域ふれあいセンター（川越

市山田 1578-1） 
参加費：会員 1,000円（実費） 
	 収穫祭に引き続き、お馴染み田んぼのソムリ

エ林鷹央氏による「生きもののお話し会」を開

催します。こちらは、どなたでも参加できます。 
◎生きもののお話し会（トーク&ライブ） 
（どなたでも参加いただけます） 
日時：10月 13日（土）13:30-15:00（13:00受付
開始） 
参加費：無料 
場所：川越市北部地域ふれあいセンター（川越

市山田 1578-1） 
講師：林鷹央氏（食楽風土（クラフード）代表） 
	 生きものの生態や自然環境を子供たちにもわ

かりやすくお話しと歌で楽しく語っていただき

ます。なお、この催しは今年の生きもの調査（動

物編）が台風のために中止になったために代わ

りに行うものです。 
◎例会・理事会 
	 10月は休会です。次回は、11月 18日開催予
定の例会となります。 
◎第 1 回かすみがせき 100 円商店街 
日時：10月 27日（土）10:00-15:00 
場所：かすみ商店街・角栄商店街（かすみ北通

り） 
	 足ふみ脱穀体験、無農薬のお米&マコモタケ、
野菜販売で出展します。 
◎クラウドファンディングセミナー「クラウド

ファンディングで拡がる地域の未来」 
日時：11月 11日（日）14:00-16:00 
（かわごえ産業フェスタ 2日目） 
	 川越市主催。第二部トークセッションは 15:0
16:00。増田代表理事がパネリストとして参加し
ます。 
場所：ウェスタ川越 南公民館（川越市新宿町 1
-17-17） 
申込：インターネットで「【参加無料】クラウド

ファンディングセミナー」で検索してください。

10月 1日（月）12:00から申込開始です。 

      
Web サイト  Facebook ページ   Twitter 
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東洋大学小瀬研究室（東洋大学川越キャンパス こもれびの森・里山支援隊「こもれび隊」） 
問い合わせ：小瀬博之（E-mail: mlkomorebistf@toyo.jp, Tel./Fax.049-239-1532） 

こもれびの森・里山支援隊 http://www.toyo.ac.jp/site/satoyama/ 
◎里山林保全活動（初回参加可） 
日時：①10月 6日（日）・②12月 8日（土）8:3
0集合-16:00片付終了 
対象：本学専任教職員・学生、市民等（高校生

以上） 
場所：東洋大学川越キャンパス 4号館前 
実施場所：東洋大学構内「こもれびの森」（川越

市鯨井 2100） 
作業内容：生育阻害木・枯損木の伐倒、下刈り、

つる切り、落枝拾い・ごみ拾い、伐採枝のチッ

プ化など 
定員：15名 
費用：無料 
持ち物：①森林内の作業に適した身支度（長袖、

長ズボン、靴（長靴、安全靴、運動靴）、手袋（作

業用革手袋、軍手））②ベルト（手鋸や剪定鋏を

通して身につける）、ホイッスル（安全確認のた

めに使用する）、手ぬぐい・バンダナ（ヘルメッ

トの下に身に付ける）③タオル・マスクなど森

での作業に必要なもの、飲み物（水分補給）、昼

食（日曜日は学食・売店は休み、土曜日は昼ま

で営業）④あれば自前の道具（ヘルメット、手

鋸、剪定ばさみ、耳栓、保護メガネなど） 
申込：準備の都合上、開催日前週の週末までに

mlkomorebistf@toyo.jp へ、参加を希望する行事
名とともに①名前②住所③電話番号④性別⑤生

年月日⑥（学生のみ）学部・学科・学年をおし

らせください。 
◎「第 9 回こもれび祭」里山体験と木工教室 
日時：11月 3日（土）・4日（日）10:00-16:00 
場所：東洋大学川越キャンパス 7号館「物創り
工房」 
内容：森をめぐるツアー、木工教室（こもれび

の森の資源を使った名札やバードコールづく

り）、体験展示（薪割り体験やかんながけ体験）、

木工教室や体験展示のおみやげなどがあり、子

どもから大人まで楽しんでいただけます。予約

不要、入退場自由ですが、数に限りがあります

ので早めにお越しください。 
＊Webサイト（組織概要・開催案内・開催報告） 
http://www.toyo.ac.jp/site/satoyama/ 
＊Facebookページ（最新の活動報告） 
https://www.facebook.com/komorebisatoyama 
＊Twitter（中止連絡などの緊急告知） 
https://twitter.com/toyokomorebi 

     
Web サイト  Facebook ページ   Twitter  

2018 年度予定表 
月 日 活動内容予定 
10 6 里山林保全活動（大学祭出展準備） 
11 3・4 里山体験と木工教室（大学祭出展） 
12 8 里山林保全活動 
1 5 里山林保全活動 
2 3 里山林保全活動 
3 2 里山林保全活動 

クリーン&ハートフル川越 
問い合わせ：渡辺利衛（Tel＆Fax.049-242-4322）・武田侃蔵（Tel.090-2521-5770）

◎「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・自

転車放置」のゼッケンや「かわごえ環境ネット」

の腕章をつけて、まち美化啓発運動 
①第 1 火曜日・第 3 金曜日 
日時：10月 2日（火）・19日（金） 
   11月 6日（火）・16日（金）13:30-15:00 
	 川越駅東口アトレ横歩道橋下から川越市役所まで。 

②第 2 日曜日 
日時：10月 14日・11月 11日（日）9:30-11:00 
	 本川越駅交番横から各方面に分かれて活動、

中央公民館でごみまとめ、解散。 
③第 4 土曜日 
日時：10月 27日・11月 24日（土）13:30-15:00 
	 川越駅東口アトレ横歩道橋下から本川越駅ま
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で。ペペ地下のごみ収集所で分別、解散。 
◎川の国・新河岸川市内流域の清掃 
	 原則として第 4日曜日 9:00より 2時間。参加
できる人は、担当箇所分担の割り振りのため、

実施日の 3日前までに武田（Tel.090-2521-5770）
へご連絡ください。 
①10月 28日（日）9:00-11:00。新河岸川上流部、

旧赤間川の赤間川公園から濯紫公園まで。上・

下流から石原橋たもとで合流。地元の了解得た

場所で分別取集して解散。 
②11月 25日（日）9:00-11.00。新河岸川中流部、
杉下橋から琵琶橋まで。土手なども、安全を考

慮しつつクリーン活動を予定。あと分別してオ

アシス裏にまとめて解散。

 
小畔川の自然を考える会 

問い合わせ・申し込み：賀登環（Tel. 049-234-9366） 
◎小畔川 川歩き 
日時：10月 28日（日）10:00-12:00 

	 下流合流点付近

公益財団法人 埼玉県生態系保護協会 川越・坂戸・鶴ヶ島支部 
問い合わせ：内野（Tel.049-222-1731）、当日の携帯電話連絡（Tel.090-7003-8617） 

◎伊佐沼でバードウオッチング 
（毎月第 2 日曜日、小雨決行） 
集合：10:00伊佐沼西岸蓮見橋近くのあずまや 
持ち物：筆記用具・図鑑・双眼鏡・飲み物 
参加費：一般 300円、高校生以下 100円（保険
代・資料代） 

①10 月 14 日（日）10:00-12:00 
	 沼の水が浅くなり、サギはエサの小魚を捕り、

干潟でシギやチドリがエサを探します。 
②11 月 11 日（日）10:00-12:00 
	 沼にコガモ、オナガガモ、ハシビロガモが、

公園にジョウビタキ、ツグミがやってきました。

みんなで探してみましょう。 
 

広報委員会からのおしらせ
●本紙への原稿投稿を受けつけています 
	 2018年 11月号（No.145，11月 2日ごろ発行
予定）の掲載原稿は、10 月 15 日（月）締切で
す。原稿と写真は電子データで編集担当共有の

メーリングリスト（koho@ml.kawagoekankyo.ne
t）にお送りください。メーリングリストは事前
登録が必要です。未登録の方は事務局に問い合

わせください。メールを使用していない方は、

かわごえ環境ネット事務局（環境政策課、川越

市役所本庁舎 5階）に提出してください。 
●入稿に際してのお願い 
	 編集をより効率的に進められるよう、入稿の

際に次の事項にご協力いただければ幸いです。 
①所定のテンプレートに入力を 
	 Word 形式のテンプレートを用意しています。
そちらを使っていただけると効率的に編集がで

きます。入用の方は広報委員会にご連絡くださ

い（koho@kawagoekankyo.net）。 
②文字の入力方法を統一的に 
	 英数字はすべて半角で入力をお願いします。

「（）」「：」は原則として全角を用いていますが、

英文や時刻表示の「:」は半角を用いています。 
③図表や写真にはタイトルをつけて 
	 読者が状況を把握するのに役立ちます。 
④画像は添付ファイルで提出を 
	 長辺を「800 ピクセル」程度にサイズを小さ
くした上で、ファイルを別途添付して提出して

ください。Wordに貼り付けずにタイトルがわか
るようにしていただければレイアウトします。 
⑤原稿の入稿期限（毎月 15 日）にご協力を 
	 原稿が揃わないと効率よく作業できません。

早期の発行にご協力ください。 
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●かわごえ環境ネットインターネットメディア 
①Web ページ 

 
	 本会ホームページでは、バックナンバーを含

めて、カラーで本紙 PDFファイルが見られます。
電子版で本紙をお楽しみください。 

 
http://kawagoekankyo.net 

②Twitter 

 
	 本会 Twitter（@kawagoekankyo）は、ブログの
更新と連動してツイートします。Twitterにユー
ザー登録してぜひフォローしてください。 

 
https://twitter.com/kawagoekankyo 

③Facebook ページ 

 
https://www.facebook.com/kawagoekankyonet 

 
	 本会は、Facebookでも積極的に情報発信して
います。アカウント登録を行って「いいね！」

していただければ、登録されている主要なイベ

ントが通知されたりして便利です。ぜひご活用

ください。 
●編集後記 
	 「月刊かわごえ環境ネット」が発刊したのは

2006（平成 18）年 11月のことです。今号で 14
4号となり、ちょうど 12年となりました。毎月
の編集、印刷、配送はたいへんですが、読者に

支えられて何とか毎月発行を続けてこられまし

た。広報委員会を代表して、ご愛読に対してお

礼申し上げます。 
	 なお、会員でない方は会員になっていただけ

ればまことに幸いです。設立から 18 年間に 50
会員ほど増え、185 会員となっていますが、団
体会員が徐々に減少しています。団体会員の入

会を歓迎します。詳しくは 7面のコラムをご覧
ください。            （こせ） 
●おことわり 
	 本紙の記事は、各著者の寄稿及び広報委員会

の編集によって構成されていますが、これらは、

組織の公式な見解を示すものではありません。

また、本紙は寄稿及び作成時点までの信頼でき

る各種情報に基づいて作成し、正確性の確保に

努めていますが、その正確性に対してかわごえ

環境ネットは責任を負いません。本紙は読者ご

自身の判断と責任で利用いただき、本紙を利用

することで生じたいかなるトラブルおよび損失、

損害に対して、かわごえ環境ネットは一切責任

を負いません。
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イベントカレンダー（10 月 3 日〜11 月 24 日） 
日 月 火 水 木 金 土 

★：会員内外対象の公開・出展・後援イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他 詳細は個別の記事をご覧ください 

10/3 
◆9:00 広報委

員会 
 

10/4 
 

10/5 
 

10/6 
◎8:30 里山林

保全活動（こ

もれび隊） 

10/7 
★10:00 2018
アースデイ・

イン・川越 
昭和の街 

10/8 
体育の日 
★9:30（仮称）川

越市森林公園計画

地調査・保全活動 

10/9 
 

10/10 
 

10/11 
 

10/12 
●13:00 社会

環境部会 
●15:00 自然

環境部会 

10/13 
◎9:30おいしく

楽しく農業体験 
◎10:00収穫祭

（かわごえ里

山会員限定） 
◎13:30生きも

ののお話し会 
10/14 
◎9:30 まち美

化啓発運動 
◎10:00伊佐沼でバ
ードウォッチング 

10/15 
○本紙 11 月

号投稿期限 

10/16 
 

10/17 
◆9:00 事業運

営委員会 
◆10:00理事会 

10/18 
 

10/19 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

10/20 
★11:00-21:00
川越まつり会場

クリーン活動 

10/21 
◎10:20 武蔵

丘陵森林公園

かんさつ会 
★11:00-21:00
川越まつり会場

クリーン活動 

10/22 
★9:30（仮称）川

越市森林公園計画

地調査・保全活動 

10/23 
 

10/24 
 

10/25 
 

10/26 
 

10/27 
◎10:00 かす

みがせき 100
円商店街 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

10/28 
◎9:00新河岸川

市内流域清掃 
◎10:00 小畔

川川歩き 

10/29 
 

10/30 
 

10/31 
 

11/1 
 

11/2 
 

11/3 
文化の日 
◎9:00三富平

地林散策と里芋

収穫体験ツアー 
◎10:00里山体

験と木工教室

（こもれび隊） 
11/4 
◎10:00里山体

験と木工教室

（こもれび隊） 

11/5 
 

11/6 
★9:00 池辺公

園定例活動 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

11/7 
◆9:00 広報委

員会 

11/8 
 

11/9 
●13:00 社会

環境部会 
●15:00 自然

環境部会 

11/10 
◎9:30おいしく

楽しく農業体験 

11/11 
◎9:30 まち美

化啓発運動 
◎10:00伊佐沼でバ
ードウォッチング 
◎14:00クラウ

ドファンディ

ングセミナー 

11/12 
★9:30（仮称）川

越市森林公園計画

地調査・保全活動 

11/13 
●9:00視察研修

会（会員限定） 

11/14 
 

11/15 
○本紙 12 月

号投稿期限 

11/16 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

11/17 
 

11/18 
 

11/19 
○かわごえ環

境フォーラム

投稿・発表申

込期限 

11/20 
 

11/21 
◆9:00 事業運

営委員会 
◆10:00理事会 

11/22 
 

11/23 
勤労感謝の日 

11/24 
★13:30 環境

講演会 
◎13:30 まち

美化啓発運動 
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